
六甲山塊の地質構造について

* 稿は昭和29年 5 月15日夜、神戸市兵庫区六甲山頂
で行なわれた第 7 四本会総会の時の上治先生の御講演
の大要です。( 文責、室弁縛〉
( I ) 断層の確認断層を確認することは地質構造の探
究に重要であるが、六甲山塊の如く噴出岩を主とす
る訴では確認が容易でない。
断層確認の方法は地形で予察し地質上の証跡を調査
するのが 1つの方法である。六甲山塊各地に於ては
明J貯水池附近、丸山公園、住吉j側近、長田山、
会下山、甲陽圏一帯などに様式的に断層の露出があ
る。

(2) 六甲断層の新! 日六甲山塊に於ける断層階造を生
成の時期によって①古期構造①街上構造③新期構造
とに分ける。この新旧の区別は便宜上街上J構造を中
心とし、その前後によって分けた。

(3) 古期構造六甲山塊も水準面下にあった時代があ
るO それは①六甲山上には準平原の遺跡と思われる
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層だと考えて居た州司れも急傾会胸上断層と考える

結晶片岩が更新層上に街上して居り、この点から考
えると和泉山隊も街上によって生成された山隊では
ないかと思う。
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再度山、花原、中畑その他処々にあることをもって| 刷新期簿遁
も知られる。古期の断層構造は芦屋川弁天岩附近に| 街上構造の生
於て見られるが噺旧の構造の影響を受けて確認でき l 成と同時、ま
ぬ場合が多い。

似) 衝上構造六甲山塊を形成したる主要時ごあっ
て六甲街上断層、厚耳目断層、布引断層、諏訪山断
層、その他鵬子原断層、芦屋断層、甲陽断層などの
断層若手より成る。各断層聞の標高は、およそつまの
通りである。
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層①小部断層などは主要なもので何れも正断層であ
る。

(6) 六甲山塊の形成街上断層群は更新世大阪層若手の
地! 吾を裁断しているから、その地層生成以後なるは
明かである。すなわち六甲山宛の形成は第4 紀更新
世末期以後現世以前であって現世に於てもその活動
の一部は連続しつつあると考えられる。
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